
• 8:50-10:20
– フィールドモニタリング概論

• 10:30-12:00
– フィールドモニタリングアプリ開発

三重大学特論15

フィールドモニタリングの基礎と応用

July 28, 2015
@Mie Univ.



自分の研究人生を振り返ると

第１期 大学院時代（1982-1984） 井の中の蛙in東大

第２期 三重大土木助手時代（1985-1987） 学生は良い教師

第３期 同生物資源学部助手時代（1988-1990）このままで良いのか？

第４期 Purdue大学時代（1991-1992） 日本のレベルって？

第５期 三重大学助手時代（1993-1995） 環境研究事始

第６期 三重大学助教授時代（1996-1998） ITとシベリア

第７期 東大助教授時代（1999-2002） 江戸城からみた世界

第８期 内閣府時代（2003-2004） 霞ヶ関のからくり

第９期 再び東大助教授時代（2005- 2007） アジアの中の日本農学

第10期 情報学環教授時代（2008-2009） 情報と農業

第11期 農学国際教授時代（2010-現在） 農業ICT，復興農学



わくわくグラフ
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世界の農地からリアルタイムで土
と水の情報を集める

2015.7.28
三重大学生物資源学部

集中講義

東京大学

大学院農学生命科学研究科

農学国際専攻 国際情報農学研究室

溝口 勝



国際土壌年
• 土壌は農業開発、食糧安全保障、および

陸上生態系サービスの基盤であることから
、地球上の生命と環境を支える要です。土
壌の持続的な利用・保全のためには、適切
な科学的情報の蓄積が不可欠であると同
時に、一般の人々（市民、農家、政策決定
者等）に、限りある土壌資源についての理
解を深めてもらうことが緊急の課題です。

• 全世界で土壌資源についての認知度を高
めるため、2013年12月に行われた国際連
合総会において、12月5日を世界土壌デー
と定め、2015年を国際土壌年とする決議
文が採択されました。

• 2015年は日本をはじめ、世界各国で様々
なイベントが開催される予定です。

http://jssspn.jp/soils2015/home.html より



What is MIZO?

溝口 勝 （みぞぐちまさる）

東京大学
大学院農学生命科学研究科

国際情報農学研究室

キーワード
ユビキタス農地モニタリング

土壌物理・凍土・環境・IT
酔文学・痴酔学・人間関係論

(1980)



略歴 （溝口勝）

1960 栃木県生まれ（農家の次男）

1982 東京大学農学部農業工学科卒業

1984 三重大学農学部助手（農業物理学）

1990 米国パデュー大学客員助教授（Agronomy Dept.）

1995 三重大学生物資源学部助教授（農業物理学）

1999 東京大学助教授 大学院農学生命科学研究科（環境地水学）

2003 内閣府技官（参事官補佐）併任

2005 東京大学准教授 大学院農学生命科学研究科（国際情報農学）

2008 東京大学教授 大学院情報学環

2010 東京大学教授 大学院農学生命科学研究科（国際情報農学）

自然児・運動バカ

土壌物理学・熱力学オタク

インターネットオタク

シベリア

フィールド科学

農業ICT

役人道

SSSA－SSSJ

土の世界に足を踏み入れたきっかけ



東大は私を役所に送り込んだ！
My university pushed me to the Japanese government 

for two years (2003-2004)

Prime minister Koizumi, Science and 
Technology Policy in Japan should be ….

Council for Science and Technology Policy, Cabinet Office



農学・土壌分野における
新たな可能性を探る

• 問題意識 （3.11まで）

– 地球規模の食料問題の解決

– 農業に対する正しい理解

→農地における適切な水・土管理システムの構築

• 目標

– ICTを積極的に農学分野に導入することにより

• 世界の食料生産や地球環境保全に貢献（3.11まで）

＋放射線物質汚染された土壌の修復

＋風評被害をなくす情報技術の開発



霜柱



過冷却が破れる瞬間！

After p. 60, Bachelor thesis of Prof. Mizoguchi
“Analytical study on thermal diffusivity of field soil” (1982) written in 

Japanese

1981年12月24日5:00
東京大学農学部弥生
キャンパス内実験圃場



観測装置の現場設置史

• 熱電対による地温測定 （１９８１）
– 打点式記録計

• シベリアの土壌水分・地温・気象観測 （１９９７）
– データロガー＆手動回収

• 携帯電話による土壌水分・地温観測 （２００１）
– 研究室からの手動回収

• フィールドサーバによる土壌水分・地温観測 （２００５）
– 画像・エージェント回収

• フィールドサーバによる海外農地モニタリング （２００６）
– 衛星インターネット、ADSL

• フィールドルータによる農地モニタリング （２００９）
– GSM/３G回線



めざせ，地べたモニタリング

画像も含めての農地情報をリアルタイムモニタリング



凍結過程の
土壌水分移動

(1984-1990)

• 凍結前線に土壌水
が集まる

• 凍土中の液状水
（不凍水）が減少



GAME-Siberia, Tundra (97-98)



土壌調査 Soil survey



フィールド調査地域



ツンドラでの穴掘り (1998.8)



穴に埋まって、はいポーズ (2000.7)



ダバイ、ダバイ！
ロシアのフィールド研究の教授



チュニジアでの設置作業 (2010.1.7)



インドネシアー焼畑調査 (2007.10.6)



国境（タイー中国）にて (2010.3.7)



ラオス

子守するアカ族
の女の子たち

(2010.10.9)



キャベツ畑のモニタリング



図１ 地中温度（地温）の累年平均値分布（１月）

（文献1）より引用）



高冷地の傾斜畑の問題

• 群馬県北部地方の例
– 高原キャベツの生産地

– 土壌侵食と土壌流亡
• 融雪期・梅雨期・台風期

• 融雪期の土壌侵食
– 凍土層が融雪水の地中浸透を阻むことによる？

– 融雪期の土壌侵食メカニズム解明

• 農地管理技術の開発



嬬恋キャベツ畑の収穫 （2003.8.28 溝口）



収穫直後の雨で土壌侵食が起こる
 流域の環境問題



流された黒土は川へ
美味しいキャベツは黒土の代償



農業機械で形成された耕盤の影響か？



2002.3.12

冬季の土壌凍結の影響か？



農業機械に耕作
これが耕盤を形成する



降雨は２０ｃｍ以下に浸透しにくい



• 群馬県Ｔ地区のキャベツ畑

• 2001年8月30-31日に機器設置

– 土壌情報モニタリングシステム

2002.3.12

SIMS-CP



フィールド側システム

マルチプレクサ

データロガー バッテリー

太陽電池コントローラ

携帯電話データ通信コントローラ
携帯電話

避雷器

配線口



地温の変化
• 表層： 12月7日までは大きく日変動しながら低下。その日を境に変動なし

– 積雪／土壌が表面から凍結し始めた

• 10cm深さの地温は12月25日に0℃ 3月上旬までほぼ0℃ （凍結期）
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土壌水分量と降雨量
の変化
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農地情報モニタリング



フィールドルータ



フィールドルータの利点

• 面倒なネットワーク設定が不要
– 現地に運んで植えるだけ

• 世界中どこでも利用可能
– 日本国内 NTT Docomo
– 海外 GSM/3GのSIMカード購入

• 設定変更が容易（30分以内）
– FRのファームウェア更新

– 各データロガーの設定変更

• 拡張性
– データロガー

– Webカメラ



データサーバ(Data Server)

• ユーザはWebからDSにアクセスするだけ

• 画像、気象、土壌データを一瞥

– 富山県、石川県、福井県、西東京市

左側：１日前 右側：当日



システムの稼動履歴の確認
（データ取得星取表）

• 各地のモニタリング装置の調子を診断

– データロガーの電池の消耗具合など



農場から食卓まで X ICT



多国間農産物トレーサビリティシステム構築

• 輸入野菜の生育・加工の現
場と流通過程をモニタリング
する手法の検討

→ 国民に安全な輸入農産物
を提供するプロトタイプモデ
ル開発基盤

• タイのホウレンソウ栽培現場をモニタリング

• 2007年12月2日現地予備視察
• 2007年12月20日にフィールドサーバ設置
• 2008年12月21日に機器メンテナンス

• http://www.cooplife.jp/horenso/



タイのホウレンソウ栽培現場
モニタリング

2007年12月20日にFS設置
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Omni Antenna 
for School and 
Research Center
2007.12.20



Connecting Farm with Table

Monitor and the cube (Media Top) is 
set at University Cafeteria to introduce
“Spinach made in Chang Mai, 
Thailand.”



SRIによるイネ増産のメカニズムを
解明する



SRI と従来型稲作の苗の比較

Non-SRI Seedlings (30 days)SRI Seedling (10 days)



東南アジアで普及中！ SRIの秘密を探る

• 乳苗

• １本植

• 間断灌漑

– 土水管理



日本初のSRI実践水田を観察（2009）



小学校屋上でのバケツSRI実験





世界の食糧生産を予測する



イネの栽培可能性予測シミュレーター
気温と日射量のデータから、100 km グリッドでイネの品種別栽培可能性・潜在収量を予測

• SIMRIWによる収量予測

– イネの品種ごとに判定

• 降水量が十分にある条件

– 年間降水量300mm以上を対象

• 全球１度グリッドのデータセット

– 1995年のデータ（沖研@東大生産研）
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品種選

温暖化パラメータ
（気温・CO2）

最大収量
（色で区別）

シミュレーターの操作画面

58



レポート課題

ICTを利用した農業の可能性について論ぜよ。


